
①ボルトを緩める

　ボルトを緩める際にボルトと軸が一緒に

　回転してしまう場合は、一度全力で増締めを

　行い、ボルト単体で緩むようにする。

②ボルトが緩んだらフレームを外し、

　軸のみが固定された状態にする。

　大きなモンキーレンチなどで軸を外す。

　(最終、締める際に高トルクが必要な為、

　大きいものが望ましい)

③軸と磨く

　軸側の汚れを金ブラシ(固め)で磨く。

　受け側部分も同様に磨く。

　磨いた後、必ずクリーナーで汚れを落とす。

④金属パテ

　写真の上：コニシ/写真の下：セメダイン

　から販売している金属パテ。

　※ここからはスピードが大切です。

⑤金属パテを使って固定する(多めに使う)

　２～３ｃｍ程度のパテを使用し、よく練る。

　軸側、受け側に素早く塗り、はみ出ないよう

　に指で押さえながら、ねじ込んでいく。

　(②で使うモンキーレンチを使用)

　増締め+はみ出たパテはカッターなどで取除。

⑥グリースＵＰ+フレームを戻す

　赤枠の箇所にグ薄くグリースを塗り、

　フレームを戻す。(オレンジ「１」の状態)

指で押さえる 　傷がある場合は紙ヤスリで磨く＃３２０程度 　パテの硬化の為、３０程度置いておく。

シーテッドレッグカール　軸の緩み対策(Ｇ７/ＶＳ共通)
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